
 

 

様式第二号の八(第八条の四の五関係) 

(第１面) 

産業廃棄物処理計画書 

  令和５年 ６月 ２８日 

栃木県知事 

   福田 富一    様 

 

提出者                   

住 所 栃木県宇都宮市京町１１－１２    

       氏 名 鹿島建設株式会社 関東支店 栃木営業所 

                  所 長 杉山 浩一 

電話番号  ０２８－６３６－２６１１    

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第９項の規定に基づき、産業廃棄物の減量その他 

その処理に関する計画を作成したので、提出します。 

事 業 場 の 名 称  鹿島建設株式会社 関東支店 栃木営業所 

事 業 場 の 所 在 地  宇都宮市京町１１－１２ 

計 画 期 間  令和５年４月１日から令和６年３月３１日まで 

当該事業場において現に行っている事業に関する事項 

 
① 事 業 の 種 類 総合建設業 

② 事 業 の 規 模  12,377,510 千円 

③ 従 業 員 数 39 名 

④産業廃棄物の一連

の処理の工程 
（別紙１）産業廃棄物処理工程のとおり 

(日本工業規格 Ａ列４番) 



 

 

(第２面) 

産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項 

 

（管理体制図） 

 

 

（別紙２）関東支店 安全・環境 業務推進体制 

 

 

 

 

 

 

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項 

 

① 現状 

【前年度（令和４年度）実績】       

産業廃棄物の種類   

排 出 量 ｔ ｔ 

（これまでに実施した取組） 

・全工事着手時に環境管理計画の作成・確認・指導を行い、現場毎

の目標設定を行い、実施にいたった。  

関東支店 令和４年度実績数値 

【土木：最終処分率 0.2％】 

【建築：最終処分率 2.1％】 

 

② 計画 

【目標（令和５年度）】 

産業廃棄物の種類   

排 出 量 ｔ ｔ 

（今後実施する予定の取組） 

・前年同様に現場毎の目標設定を行い、更なる排出抑制に努める 

・規格材使用、ユニット工法の採用及び広域認定制度の更なる活用 

 

関東支店 令和５年度目標数値 

【土木：最終処分率 3.0％】 

【建築：最終処分率 3.0％】 

 

産業廃棄物の分別に関する事項 

 

①現状 

（分別している産業廃棄物の種類及び分別に関する取組） 

分別している種類：別紙５ 工事別建設廃棄物分別リストのとおり 

・現場敷地許容範囲内での分別コンテナの有効的な設置等の指導 

・ポスター・横断幕等の掲示による、協力会社、作業員への啓蒙推

進 

②計画 

（今後分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する取組） 

今後分別予定種類：別紙５ 工事別建設廃棄物分別リストのとおり 

・改修、解体工事にて発生する複合材のより一層の分別及び、解体

時を考慮した新築時の施工方法の改良 

 

別紙３：令和４年度産業廃棄物処理 

実施内訳のとおり 

別紙４：令和５年度産業廃棄物処理 

計画内訳のとおり 



 

 

（第３面） 

自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項 

 

①現状 

【前年度（     年度）実績】 

産業廃棄物の種類 ――― ――― 

自ら再生利用を行った 

産業廃棄物の量 
  ―――ｔ ――― ｔ 

（これまでに実施した取組） 

 

 

 

②計画 

【目標】 

産業廃棄物の種類 ――― ―――― 

自ら再生利用を行う

産業廃棄物の量 
―――ｔ ――――ｔ 

（今後実施する予定の取組） 

 

 

 

自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項 

 

①現状 

【前年度（     年度）実績】  

産業廃棄物の種類 ―――― ―――― 

自ら熱回収を行った

産業廃棄物の量 
――――ｔ ――――ｔ 

自ら中間処理により減量した 

産業廃棄物の量 
――――ｔ ――――ｔ 

（これまでに実施した取組） 

 

 

 

 

②計画 

【目標】   

産業廃棄物の種類 ―――― ―――― 

自ら熱回収を行う

産業廃棄物の量 
――――ｔ ――――ｔ 

自ら中間処理により減量する 

産業廃棄物の量 
――――ｔ ――――ｔ 

（今後実施する予定の取組） 

 

 

 

 



 

 

（第４面） 

自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項 

 

①現状 

【前年度（     年度）実績】 

産業廃棄物の種類 ―――― ―――― 

自ら埋立処分又は 

海洋投入処分を行った 

産業廃棄物の量 

――――ｔ ――――ｔ 

（これまでに実施した取組） 

 

 

 

②計画 

【目標】 

産業廃棄物の種類 ―――― ―――― 

自ら埋立処分又は 

海洋投入処分を行う 

産業廃棄物の量 

――――ｔ ――――ｔ 

（今後実施する予定の取組） 

 

 

 

産業廃棄物の処理の委託に関する事項 

 ① 現状 

【前年度（令和４年度）実績】  

産業廃棄物の種類 
 

 

全 処 理 委 託 量 ｔ ｔ 

 

優良認定処理業者への 

処 理 委 託 量 
ｔ ｔ 

再生利用業者への 

処 理 委 託 量 
ｔ ｔ 

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量 
ｔ ｔ 

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量 

ｔ ｔ 

 

（これまでに実施した取組） 

・店社にて、優良産業廃棄物処理業者を選定し、その業者に委託す

る 

事により、全ての産業廃棄物の適正処理を実施した。 

・選定済優良業者、新規参入業者問わず施設の現地確認を定期的に 

実施した。 

 

 

別紙３：令和４年度産業廃棄物処理 

実施内訳のとおり 



 

 

（第５面） 

 ②計画 

【目標】 

産業廃棄物の種類 
 

 

全 処 理 委 託 量 ｔ ｔ 

 

優良認定処理業者への

処 理 委 託 量 
ｔ ｔ 

再生利用業者への 

処 理 委 託 量 
ｔ ｔ 

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量 
ｔ ｔ 

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量 

ｔ ｔ 

 

（今後実施する予定の取組） 

・前年度同様、優良産業廃棄物処理業者を選定・委託し、全ての 

 産業廃棄物において適正な処理を行う。また、その処理施設の 

 定期的な現地視察を行う。 

・再生利用業者への委託割合をより一層増加させ、リサイクル率の 

 向上を図る。 

 

 

 

※事務処理欄   

別紙４：令和５年度産業廃棄物処理 

計画内訳のとおり 



 

 

（第６面） 

備考 

１  前年度の産業廃棄物の発生量が1,000トン以上の事業場ごとに１枚作成すること。 

２ 当該年度の６月30日までに提出すること。 

３ 「当該事業場において現に行っている事業に関する事項」の欄は、以下に従って記入する

こと。 

 (1)①欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。 

 (2)②欄には、製造業の場合における製造品出荷額（前年度実績）、建設業の場合における元請

完成工事高（前年度実績）、医療機関の場合における病床数（前年度末時点）等の業種に応じ

事業規模が分かるような前年度の実績を記入すること。 

 (3)④欄には、当該事業場において生ずる産業廃棄物についての発生から最終処分が終了するま

での一連の処理の工程（当該処理を委託する場合は、委託の内容を含む。）を記入すること。 

４ 「自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、自

ら中間処理を行うに際して熱回収を行った場合における熱回収を行った産業廃棄物の量と、

自ら中間処理を行うことによって減量した量について、前年度の実績、目標及び取組を記入

すること。 

 ５ 「産業廃棄物の処理の委託に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、全処理委

託量を記入するほか、その内数として、優良認定処理業者（廃棄物の処理及び清掃に関する

法律施行令第６条の11第２号に該当する者）への処理委託量、処理業者への再生利用委託

量、認定熱回収施設設置者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律第15条の３の３第１項の認

定を受けた者）である処理業者への焼却処理委託量及び認定熱回収施設設置者以外の熱回収

を行っている処理業者への焼却処理委託量について、前年度実績、目標及び取組を記入する

こと。 

 ６ それぞれの欄に記入すべき事項の全てを記入することができないときは、当該欄に「別紙

のとおり」と記入し、当該欄に記入すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、産業

廃棄物の種類が３以上あるときは、前年度実績及び目標の欄に「別紙のとおり」と記入し、

当該欄に記入すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、それぞれの欄に記入すべき

事項がないときは、「―」を記入すること。 

７ ※欄は記入しないこと。 

 



（別紙１）

　現場より各種工事ごとに発生 委託処理

排出

産業廃棄物処理工程

がれき類

ガラス及び

廃プラスチック

金属くず

混合廃棄物

紙くず

木くず

繊維くず

廃油・廃酸・廃ア

建設汚泥

金属スクラップ

紙くず（ダンボー

がれき類（コンク
リートがら）

中

間

処

理

再資源化

再資源化

管理型最終処分場

安定型最終処分場

再資源化

廃石綿、石綿含有
廃棄物、燃え殻 管理型最終処分場

中間処理

廃石膏ボード

石膏ボード（端材）



（別紙２）

全社環境管理活動推進体制表

建設公害防止担当副社長
（最高経営者）

設
計
課

土
木
部

管
理
部

建
築
設
計

部
署

技
術
研
究
所

建
築
設
計
本
部

土
木
管
理
本
部

建
築
管
理
本
部

環
境
本
部

総
務
部

海
外
事
業
本
部

オフィス
研究
開発

環境エンジ
ニアリング

海外
事業土 木 建 築

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
本
部

エンジニ
アリング

土
木
設
計
本
部

建
築
部

本社事務局
（安全環境部）

支店長
（経営者）

主管部署長
（経営者）

主管部署長
（経営者）

主管部署長
（経営者）

主管部署長
（経営者）

主管部署長
（経営者）

部門支店
環境MR

部門支店
環境MR

部門支店
環境MR

その他の本社部署はオフィス活動ととも
に、必要に応じ部署の役割に応じた活動
を実施

その他の支店部署はオフィス活動ととも
に、環境営業等必要に応じ部署の役割
に応じた活動を実施

支店事務局
(管理部等）

主管部署長
（経営者）

部門構成

直
轄
工
事
事
務：全社の部門主管部署

：支店の部門主管部署

本社環境委員会

部門全社
環境MR

主管部署長
（経営者）

部門全社
環境MR

部門全社
環境MR

部門全社
環境MR

部門全社
環境MR

部門全社
環境MR

部門全社
環境MR

工
事
事
務
所

工
事
事
務
所

土木総括
環境管理者

建築総括
環境管理者

環境推進員 環境推進員

各
県
拠
点

事
務
所

環境統括管理者

環境管理者

環境統括管理者

環境管理者

特別管理産業

廃棄物管理責任者

特別管理産業

廃棄物管理責任者

各
県
拠
点

事
務
所



資料.1

(単位：ｔ)
① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ②＋⑧ ③＋⑨

排出量
（4年度
実績値）

自ら直接再生
利用した量

自ら直接埋立
処分又は海洋
投入処分した量

自ら中間処理
した量

④のうち熱回
収を行った量

自ら中間処理
した後の残さ

量

自ら中間処理
により減量し

た量

自ら中間処理
した後再生利
用した量

自ら中間処理し
た後自ら埋立
処分又は海洋
投入した量

直接及び自ら
中間処理した後
の処理委託量

⑩のうち優良認
定処理業者へ
の処理委託量

⑩のうち再生利
用業者への処
理委託量

⑩のうち熱回収
認定業者への
処理委託量

⑩のうち熱回収
認定業者以外
の熱回収を行う
業者への処理

委託量

自ら再生利用
を行った量

自ら埋立処分
又は海洋投入
処分を行った量

コンクリートがら 200 9,051.6 0 0 0 0 0 0 0 0 9,051.6 316.0 9,051.6 0 0 0 0

アスコンがら 350 996.3 0 0 0 0 0 0 0 0 996.3 142.4 996.3 0 0 0 0

木くず 130 443.7 0 0 0 0 0 0 0 0 443.7 93.9 443.7 0 0 0 0

建設汚泥 1,000 14,954.5 10381.6 0 3686.9 0 3686.9 0 0 0 4,623.3 3,683.3 4,623.3 0 0 10381.6 0

混合廃棄物 700 271.4 0 0 0 0 0 0 0 0 271.4 271.4 265.1 0 0 0 0

石綿含有産業
廃棄物
（非飛散性石綿）

30 44.1 0 0 0 0 0 0 0 0 44.1 44.1 0.0 0 0 0 0

フロン・ハロン 0 2.2 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0 0 0 0 0

水銀関連廃棄物
（蛍光管・水銀灯）

0 0.11 0 0 0 0 0 0 0 0 0.11 0.11 0.0 0 0 0 0

その他有害廃棄物
（石膏ﾎﾞｰﾄﾞ
[砒素含有品]）

25 0.0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0 0 0 0 0

その他がれき類 700 113.3 0 0 0 0 0 0 0 0 113.3 113.3 21.5 0 0 0 0

ガラス・陶磁器くず 30 205.8 0 0 0 0 0 0 0 0 205.8 205.8 12.8 0 0 0 0

廃プラスチック類 50 72.1 0 0 0 0 0 0 0 0 72.1 72.1 72.1 0 0 0 0

金属くず（産廃扱い） 5 2.8 0 0 0 0 0 0 0 0 2.8 2.8 2.8 0 0 0 0

紙くず（産廃扱い） 180 4.4 0 0 0 0 0 0 0 0 4.4 4.4 4.4 0 0 0 0

廃石膏ボード 30 49.7 0 0 0 0 0 0 0 0 49.7 49.7 49.7 0 0 0 0

金属くず・スクラップ 0 179.9 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0 0 0 0 0

ﾒｰｶﾘｻｲｸﾙ品目
（石膏ﾎﾞｰﾄﾞ）

0 44.2 0 0 0 0 0 0 0 0 44.2 0.0 0.0 0 0 0 0

廃油 0 2.2 0 0 0 0 0 0 0 0 4.0 4.0 0.0 0 0 0 0

燃え殻・ばいじん 0 9.0 0 0 0 0 0 0 0 0 9.0 9.0 0.0 0 0 0 0

汚染土壌 0 361.8 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0 0 0 0 0

計 3,430.0 26,809.1 10381.6 0 3686.9 0 3686.9 0 0 0 15,935.8 5,012.3 15,543.3 0 0 10381.6 0

令和4年度　産業廃棄物処理実績　内訳

廃棄物の種類
令和
4年度
目標値



別紙.４

(単位：ｔ)
① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ②＋⑧ ③＋⑨

排出量
(5年度
目標値)

自ら直接再生
利用した量

自ら直接埋立
処分又は海洋
投入処分した量

自ら中間処理
した量

④のうち熱回
収を行った量

自ら中間処理
した後の残さ

量

自ら中間処理
により減量し

た量

自ら中間処理
した後再生利
用した量

自ら中間処理
した後自ら埋
立処分又は海
洋投入した量

直接及び自ら
中間処理した後
の処理委託量

⑩のうち優良認
定処理業者へ
の処理委託量

⑩のうち再生利
用業者への処
理委託量

⑩のうち熱回収
認定業者への
処理委託量

⑩のうち熱回収
認定業者以外
の熱回収を行う
業者への処理

委託量

自ら再生利用
を行った量

自ら埋立処分
又は海洋投入
処分を行った量

コンクリートがら 9,051.6 8,150 0 0 0 0 0 0 0 0 8,150 245 8,150 0 0 0 0

アスコンがら 996.3 870 0 0 0 0 0 0 0 0 870 122 870 0 0 0 0

木くず 443.7 350 0 0 0 0 0 0 0 0 350 74 350 0 0 0 0

建設汚泥 14,954.5 13,000 0 0 0 0 0 0 0 0 13,000 10,400 13,000 0 0 0 0

混合廃棄物 271.4 250 0 0 0 0 0 0 0 0 250 250 245 0 0 0 0

石綿含有産業
廃棄物（非飛散性石綿）

44.1 30 0 0 0 0 0 0 0 0 30 30 0 0 0 0 0

フロン・ハロン 2.2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

水銀関連廃棄物
（蛍光管・水銀灯）

0.11 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

その他有害廃棄物
（石膏ﾎﾞｰﾄﾞ[砒素含有品]）

0.0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

その他がれき類 113.3 100 0 0 0 0 0 0 0 0 100 100 19 0 0 0 0

ガラス・陶磁器くず 205.8 180 0 0 0 0 0 0 0 0 180 180 11 0 0 0 0

廃プラスチック類 72.1 50 0 0 0 0 0 0 0 0 50 50 50 0 0 0 0

金属くず（産廃扱い） 2.8 5 0 0 0 0 0 0 0 0 5 5 5 0 0 0 0

紙くず（産廃扱い） 4.4 5 0 0 0 0 0 0 0 0 5 5 5 0 0 0 0

廃石膏ボード 49.7 30 0 0 0 0 0 0 0 0 30 30 30 0 0 0 0

金属くず・スクラップ 179.9 160 0 0 0 0 0 0 0 0 160 0 0 0 0 0 0

ﾒｰｶﾘｻｲｸﾙ品目
（石膏ﾎﾞｰﾄﾞ）

44.2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

廃油 2.2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

燃え殻・ばいじん 9.0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

汚染土壌 361.8 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

計 26,809.1 23,180.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 23,180.0 11,491.0 22,735.0 0.0 0.0 0.0 0.0

令和5年度　産業廃棄物処理計画　内訳

廃棄物の種類
令和
4年度
実績値



工事名 内容

コンクリートがら 仮設工事、解体工事 コンクリート塊

アスコンがら 仮設工事、解体工事 コンクリート塊

その他がれき 工事全般 コンクリート塊

2 躯体工事、仕上工事 ガラスくず、タイルくず、レンガなど

3 仕上工事 塩ビ、ビニール、養生シートなど

4 躯体工事、仕上工事
鉄筋くず、電線くず、金属加工くず、
廃ボルト類、金属下地くず、缶くず

5 躯体工事、仕上工事 再利用できない産業廃棄物など

6 工事全般 再利用できない産業廃棄物など

7 シールド工事、杭工事、土工事 排出汚泥、泥土

8 工事全般 包装材、ダンボール、壁紙くず

9 躯体工事、仕上工事 不要木製枠材、木製梱包材など

10 工事全般 軍手、ウエスなど

11 内装工事 プラスターボードなど

12 解体、改修工事 ＯＹボードなど

13 ダンボール 躯体工事、仕上工事 梱包材など

14 解体工事 工場廃液等

15 土工事 埋設物等

16 土工事 埋設物等

17 改修、解体工事
耐火被覆材、断熱・保温材、
屋根・外壁材、ボード類など

18 改修、解体工事
蛍光灯、蛍光ランプ、ＨＩＤランプ、
放電ランプ、水銀電池など

水銀使用製品

繊維くず

石膏ボード（新築端材）

廃（端材）石膏ボード
（砒素、ｶﾄﾞﾐ含有共）

廃油、廃酸、廃アルカリ
（特管含む）

燃え殻

鉱さい

廃石綿、石綿含有建材

木くず

工事別建設廃棄物分別リスト

分別区分

1 がれき

ガラス及び陶磁器くず

廃プラスチック

金属くず

混合（安定型）

混合（管理型）

建設汚泥

紙くず

（別紙５）
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